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学校教育部 

教育総務課 

 

１ 教育委員会  

 (1) 開催状況    （令和７年４月～令和８年３月） 

             定例会 １２回 臨時会 １回 協議会 １１回 

 (2) 議案の提出状況     ２９件（予算・条例・規則・その他） 

 (3) 規則および告示 

区 分 規則・規程 告 示 訓 令 

件 数 ３件 １４件 ２件 

 

２ メールカー運行業務  

  教育委員会事務局と学校その他教育機関と文書等の集配業務を実施している。 

 (1) 運行箇所 

    ア 教育委員会事務局と市内公立小学校、中学校、幼稚園、保育所及びその

他教育機関（計４１箇所）間の運行（令和元年度から直営運行） 

    イ 教育委員会事務局と阪神教育事務所（１箇所）間の運行（委託） 

(2) 運行回数（上記ア、イとも） 

    毎週月曜日から金曜日まで１日１回週５回運行 

    但し、祝日、８月１３日～１５日及び１２月２９日～１月３日は除く。 

 

３ 学校管理運営費の執行状況（人件費を含み施設工事・営繕を除く） 

 区  分 決 算 額（千円） 摘  要 

小学校２０校 ５２９，１４５ 

２２６，７３４ 
管理費（消耗品、光熱水

費、教材備品、図書費等） 

３０２，４１１ 
人件費（報酬、職員手当

等、共済費、旅費） 

中学校８校 ２０１，９７９ 

１０６，６５０ 
管理費（消耗品、光熱水

費、教材備品、図書費等） 

９５，３２９ 
人件費（報酬、職員手当

等、共済費、旅費） 

特別支援学校

１校 
２９，６１０ 

３，９４３ 
管理費（消耗品、光熱水費

等、教材備品、図書費等） 

２５，６６７ 
人件費（報酬、職員手当

等、共済費、旅費） 

  

 

 



４ 市費負担職員に関すること 

 (1) 職員数（令和７年５月１日現在）            （単位：人） 

区  分 
正規 

職員 

再任用

職員 

任期付

職員 

会 計 年 度

任用職員 
合  計 

事務局・教育機関 ６３ ４ １ ９１ １５９ 

小・中・特別支援学校 １ ３ １ １５９ １６４ 

合   計 ６４ ７ ２ ２５０ ３２３ 

 

５ 県費負担教職員に関すること  

 (1) 職員数（令和７年５月１日現在）      

 ア 小学校                       （単位：人） 

学  校  名 教 職 員 数 学  校  名 教 職 員 数 

三 田 小 学 校 ４０ 松 が 丘 小 学 校 １３ 

三 輪 小 学 校 ２７ す ず か け 台 小 学 校 ２４ 

志 手 原 小 学 校 １２ 狭 間 小 学 校 １５ 

藍  小  学  校 １１ 富 士 小 学 校 ２１ 

本 庄 小 学 校 １１ あ か し あ 台 小 学 校 ３０ 

広 野 小 学 校 １５ 弥 生 小 学 校 １１ 

小 野 小 学 校 １２ つ つ じ が 丘 小 学 校 １４ 

高 平 小 学 校 １３ け や き 台 小 学 校 ３７ 

母 子 小 学 校 ８ 学 園 小 学 校 １８ 

武 庫 小 学 校 ２８ ゆ り の き 台 小 学 校 ６３ 

  小 学 校 合 計 ４２３ 

 

イ 中学校                       （単位：人）  

学  校  名 教 職 員 数 学  校  名 教 職 員 数 

長 坂 中 学 校 １３ け や き 台 中 学 校 ３５ 

上 野 台 中 学 校 １４ 富 士 中 学 校 ２０ 

狭 間 中 学 校 ２７ 藍 中 学 校 １６ 

八 景 中 学 校 ３７ ゆ り の き 台 中 学 校 ４７ 

  中 学 校 合 計 ２０９ 

 

 ウ 特別支援学校                                   （単位：人）  

学  校  名 教 職 員 数  教 職 員 数 

ひまわり特別支援学校 ２４ 特別支援学校合計 ２４ 

 

 

 

 



６ 学校施設等の概要 

 (1) 敷地及び校舎の面積（令和８年４月１日現在） 

ア 小学校                        （単位：㎡） 

校  園  名 敷 地 面 積 

（㎡） 

校 舎 面 積 （㎡） 

鉄 筋 鉄 骨 木 造  計   

三 田 小 学 校 １６，７５１ ６，１８０  ６，１８０ 

三 輪 小 学 校 １３，１５７ ４，７３６  ４，７３６ 

志 手 原 小 学 校 １６，３６７ ２，２５５  ２，２５５ 

藍 小 学 校 １８，１９４ ２，９７８  ２，９７８ 

本 庄 小 学 校 １５，０３０ ２，５１７  ２，５１７ 

広 野 小 学 校 １４，１８５ ４，４６８  ４，４６８ 

小 野 小 学 校 ２０，０１６ ２，５３７  ２，５３７ 

高 平 小 学 校 １５，９０９ ３，０１９  ３，０１９ 

母 子 小 学 校 ９，２９３ １，４１９  １，４１９ 

武 庫 小 学 校 ２３，００６ ６，１２３  ６，１２３ 

松 が 丘 小 学 校 ２３，１１２ ４，０８４  ４，０８４ 

す ず か け 台 小 学 校 ３１，９０２ ５，８１９  ５，８１９ 

狭 間 小 学 校 ２７，５５６ ５，９８０  ５，９８０ 

富 士 小 学 校 ２９，４８４ ４，５３６  ４，５３６ 

あ か し あ 台 小 学 校 ３０，６５５ ６，４１８  ６，４１８ 

弥 生 小 学 校 ２６，６７４ ５，１９９  ５，１９９ 

つ つ じ が 丘 小 学 校 ２７，６２０ ７，７２１  ７，７２１ 

け や き 台 小 学 校 ２７，７２８ ５，９８８  ５，９８８ 

学 園 小 学 校 ２２，２６８ ７５８ ３，４５５ ４，２１３ 

ゆ り の き 台 小 学 校 ２７，８４０ ７，１４３  ７，１４３ 

小 学 校 合 計 ４３６，７４７ ８９，８７８ ３，４５５ ９３，３３３ 

 

イ 中学校                        （単位：㎡） 

校  園  名 敷 地 面 積 

（㎡） 

校 舎 面 積 （㎡） 

鉄 筋 鉄 骨 木 造  計   

長 坂 中 学 校 ３０，４１０ ３，９６３  ３，９６３ 

上 野 台 中 学 校 ２４，１２９ ３，９８８  ３，９８８ 

狭 間 中 学 校 ３０，６９２ ６，３６０  ６，３６０ 

八 景 中 学 校 ３６，６６０ ５，９５３ ３３ ５，９８６ 

け や き 台 中 学 校 ２９，９２１ ６，１０３  ６，１０３ 

富 士 中 学 校 ３１，４０３ ４，５３８  ４，５３８ 

藍 中 学 校 ３１，０６７ ５，６０７  ５，６０７ 

ゆ り の き 台 中 学 校 ４０，７７７ ７，５０８  ７，５０８ 

中 学 校 合 計 ２５５，０５９ ４４，０２０ ３３ ４４，０５３ 



 

ウ 特別支援学校                     （単位：㎡） 

校  園  名 敷 地 面 積 

（㎡） 

校 舎 面 積 （㎡） 

鉄筋鉄骨 木 造  計

ひまわり特別支援学校（小学部） － ８４９  ８４９ 

ひまわり特別支援学校（中・高等部） － １，３３７  １，３３７ 

特 別 支 援 学 校 合 計 － ２，１８６  ２，１８６ 

 ※敷地面積は、小学部は富士小学校と、中・高等部は富士中学校と共有 

 

(2) 屋内運動場建築面積及びプール面積 

ア 小学校                        （単位：㎡） 

学  校  名 屋内運動場

（㎡） 

プール面積

（㎡） 

備   考 

三 田 小 学 校 ９１９ ３７５ 低学年プール有 

三 輪 小 学 校 ９１９ ３７５ 低学年プール有 

志 手 原 小 学 校 ７９３ ３７５ 低学年プール有 

藍 小 学 校 ６８０ ３７５ 低学年プール有 

本 庄 小 学 校 ７９２ ３７５ 低学年プール有 

広 野 小 学 校 ９０６ ２９８ 低学年プール有 

小 野 小 学 校 ７９７ ２８４ 低学年プール有 

高 平 小 学 校 ９１９ ２９９ 低学年プール有 

母 子 小 学 校 ７９４ １８０ 低学年プール有 

武 庫 小 学 校 ９３４ ３７５ 低学年プール有 

松 が 丘 小 学 校 ９１３ ３７５ 低学年プール有 

す ず か け 台 小 学 校 ８７７ ３７５ 低学年プール有 

狭 間 小 学 校 ９２８ ３７５ 低学年プール有 

富 士 小 学 校 ９１９ ３７５ 低学年プール有 

あ か し あ 台 小 学 校 １，０４９ ３７５ 低学年プール有 

弥 生 小 学 校 ９５５ ３７５ 低学年プール有 

つ つ じ が 丘 小 学 校 １，０２３ ３７５ 低学年プール有 

け や き 台 小 学 校 １，０２３ ３７５ 低学年プール有 

学 園 小 学 校 ９１９ ３７５ 低学年プール有 

ゆ り の き 台 小 学 校 １，１８１ ３７５ 低学年プール有 

小 学 校 合 計 １８，２４０ ７，０６１  

 

 

 

 

 



イ 中学校                        （単位：㎡） 

学  校  名 屋内運動場

（㎡） 

武道場 

（㎡） 

プール面積 

（㎡） 

備  考 

長 坂 中 学 校 ９７８ １９７ ３２５  

上 野 台 中 学 校 ９８１ ２００ ３２５  

狭 間 中 学 校 １，０２４ ２００ ３２５  

八 景 中 学 校 １，０３４ ２００ ３２５  

け や き 台 中 学 校 １，１４５ １９７ ３２５  

富 士 中 学 校 １，２２２ １９９ ３２５  

藍 中 学 校 １，１０２ １９６ ３２５  

ゆ り の き 台 中 学 校 １，２２２ ２００ ３２５  

中 学 校 合 計 ８，７０８ １，５８９ ２，６００  

               

(3) 教育施設の整備状況（主なもの）（令和７年度） 

事  業  名 概          要 

三輪小学校大規模改修工事 三輪小学校管理棟の屋根防水、外壁、内装、 

トイレ、ＬＥＤ改修などの大規模改修工事 

学校トイレ洋式化改修工事 市内小学校（２小学校）の和式便器を洋式便器

に改修 

学校空調設備設置工事 市内小中学校（６小学校、２中学校）の教室の

空調設備設置工事 

学校防水改修工事 市内小中学校（２小学校、２中学校）校舎等屋

根の防水改修工事 

学校ＥＶ棟増築工事 市内小中学校（１小学校、１中学校）のエレベ

ーター棟増築工事 

 



学校再編課 

 

学校再編の取組状況  

１ 全般的事項 

  三田市立小中学校の小規模化に伴うさまざまな課題に対し、平成30年７月に「市

立学校のあり方に関する基本方針」を策定し、市立小中学校の適正規模、適正配

置の方向性を示した。 

平成30年12月に三田市立学校再編計画（第１次計画）を策定（上野台・八景中

学校の再編統合）し、現在、開校予定年度や整備予定地を示し、取り組みを進め

ている。 

令和４年度からは、中学校のみならず小学校も含め、検討対象となる学校の範

囲をエリアごとに示し、全市的に検討を始めていくことを決定し、児童生徒数の

今後の推計や学校の小規模化に伴う課題、望ましい教育環境等について、保護者

や学校長との意見交換を行うなどの取り組みを進めている。 

 

■基本方針で示す望ましい学校規模(学級数) 

小学校 １２～１８学級   

中学校  ９～１８学級 

  

■再編対象となるエリアと検討の対象となる学校 

  中学校 小学校 

上野台、八景中学校

区内の小学校 

－統合決定済－ 

(上野台中、八景中) 

志手原小、小野小、高平小、 

母子小、松が丘小 

フラワータウン内の

小中学校 
狭間中、富士中 

武庫小、狭間小、富士小、 

弥生小 

長坂、藍中学校区の

小中学校 
長坂中、藍中 

本庄小、広野小、藍小、 

つつじが丘小 

 

２ 校区ごとの取り組み状況 

(1)上野台、八景中学校 

上野台中学校と八景中学校の統合については、令和６年12月に整備予定地を公

表し、新中学校整備にあたり、基本構想・基本計画策定に向けたアンケート調査

（児童生徒、保護者、教職員等）を実施した。 

令和７年度は、事業内容を見直し建築面積の精査を行うなど事業費の削減に取

り組み、12月に公表した「三田市未来への財政ロードマップ」との整合を図った。

更に、令和８年２月には新統合中学校基本構想・基本計画(案)を公表し、市民か

らの意見募集(パブリックコメント)を実施した。 

また、用地取得等に向けた取り組み等を継続して行うとともに、新統合中学校

基本設計・実施設計等に向けた手続きを進めた。 

今後は、新統合中学校基本構想・基本計画を策定し、基本設計・実施設計、用

地取得に着手するなど、両校の統合に向けた取り組みを着実に進めていく。 



 

(2)その他の小中学校等 

その他学校再編については、今後の進め方として、施設の新設整備を行わず既

存施設の活用を前提とすること、廃止となる校舎等についてはその活用内容が決

定するまで解体を行わないことを原則とする内容を「三田市未来への財政ロード

マップ」第１次実行計画において示した。 

また、令和７年度は、再編対象校の学校運営協議会等で学校再編の現状を説明、

意見交換を実施した。 

 



学校教育課 

 

１ 学校運営にかかる指導・助言に関すること 

 (1) 校長会 

   教育長を中心に、重要な諸課題についての協議、通知通達、指導等を行う。 

また、小・中・特別支援学校教頭会においても、同様に年１回のみ行う。 

    校長会   １２回実施（毎月） 

    教頭会    １回実施（４月） 

 (2) 資質向上事業 

   学校教育において、本市の実態に応じた実践を進めるため研修機会を提供し教職

員の資質向上を図る。 

  研修等 

研修・講座名 
年間 

実施回数 

のべ 

参加者数 

学校園所連携推進に係る連絡会 １回 ２８名 

国際理解教育担当者研修会 １回 ２９名 

人権教育担当者研修会 １回 ５８名 

教育相談担当者・不登校担当者・こどものサポーター研修会 １回 ４９名 

スクールソーシャルワーカー連絡協議会 ２回 ２６名 

スクールカウンセラー連絡会 １回 １１名 

生徒指導研修会 １回 ２９名 

 (3) 研修事業補助 

  ア 小学校 

   学年別人権研修会 

  イ 中学校 

   生徒指導研修   

２ 教育内容に関すること 

 (1) 三田市あすなろ教室 

   不登校児童生徒に対する社会的自立のための支援 

    開設時間：午前９時～午後５時(月曜日～金曜日) 

    開設場所：三田市相生町２６番１５号 

    通所児童生徒数：２１名 

    臨床心理士によるカウンセリングの実施 週２回程度（カウンセラー２名） 

    カウンセリング相談件数・相談者数１５５件・２５１名／年（延べ） 

 (2) スクールカウンセラー 

   児童生徒の問題行動等の解決に資するため、児童生徒の臨床心理に関して高度に

専門的な知識・経験を有する「スクールカウンセラー」を全中学校及び小学校１０

校、特別支援学校１校に配置。 

   スクールカウンセラー配置状況（県費、市費）： 

 年間１５回（１日６時間）特別支援学校１校 

  年間２０回（１日６時間）小学校１校 

  年間２５回（１日６時間）小学校２校 

  年間３０回（１日６時間）小学校２校 

 年間３５回（１日６時間）中学校８校、小学校５校 



    スクールカウンセラーへの相談件数：３，８０２件／年（延べ） 

    スクールカウンセラーが講師となる研修会・講演会実施回数：１４回／年 

 

 (3) トライやる・ウィーク推進事業 

   地域や自然の中で様々な体験活動を実施することにより、地域に学び、自分を見

つめ、他人を思いやる心情を育てると共に、自律性を高め「生きる力」を育む。 

実施校名 実施日 参加生徒数 事業所数 

長坂中学校 ６月２日～６月６日 ４４名 ２７カ所 

上野台中学校 ５月２６日～５月３０日 ３９名 ２０カ所 

狭間中学校 ５月２６日～５月３０日 １１７名 ５４カ所 

八景中学校 ６月２日～６月６日 １８２名 ６８カ所 

けやき台中学校 ５月２６日～５月３０日 １８５名 ６７カ所 

富士中学校 ６月２日～６月６日 ７７名 ４２カ所 

藍中学校 ５月２６日～５月３０日 ３７名 １９カ所 

ゆりのき台中学校 ６月２日～６月６日 ２６３名 ７７カ所 

ひまわり特別支援学校  ０名 ０カ所 

  

 (4) コミュニティ・スクール推進事業 

   教育委員会規則に基づいて全２９校に学校運営協議会を設置し、連携と協働の

活性化にむけ、学校運営協議会及び学校・家庭・地域連携協力推進にかかる合同

研修会を実施した。 

   コミュニティ・スクールとは学校と家庭、地域とが学校教育目標や「めざす子

ども像」等のビジョンを共有し、その実現に向けて共に協働していくための仕組

みである。その推進のために教育委員会が任命する教員、保護者、地域住民等で

構成される学校運営協議会を設置し、学校運営や必要な支援について熟議する場

とする。この移行をきっかけとして、学校支援ボランティアをはじめ地域の多様

な学校支援活動との一体的推進により活性化を図るきっかけとすることを目指

す。 

 (5) 生徒指導対策事業 

   いじめ、不登校、問題行動等生徒指導上の課題を解決していくため、学校の組

織体制づくりへの支援や、研修等を実施する。また、スクールカウンセラーやス

クールソーシャルワーカー等を配置し、児童生徒や保護者の相談・支援体制を整

備する。 

  ア 「三田市いじめ防止基本方針」及び各学校における「学校いじめ防止基本方

針」の推進 

  イ 「三田市いじめ問題対策連絡協議会」及び「三田市いじめ問題対策ネットワ

ーク会議」の開催 

  ウ 「いじめに関する生活アンケート」の実施（各学期１回） 

  エ 各学校の「生徒指導委員会」「学校いじめ対応チーム」による組織的な対応 

  オ 市教育委員会指導主事の派遣（いじめ問題に関する校内研修の実施） 

  

３ 特別支援教育の推進に関すること 

  ＬＤ・ＡＤＨＤ等発達障害を含む障害のある幼児児童生徒に対する指導や支援体



制づくり等、より一層の特別支援教育の充実を図る。 

 (1) 相談事業 

  ア 来所型教育相談（電話相談）（面接相談）（外部専門員相談）（療法士相

談） ２８５件 

  イ 訪問型教育相談（巡回相談）（校内委員会訪問支援） ２７２件 

  ウ 就学相談 １１３件 

 (2) 教育支援事業 

  ア 特別支援アシスタント配置：４，３００時間 

  イ 学校生活支援教員配置：小学校拠点１０校・巡回９校 

中学校拠点４校・巡回 ４校 

 (3) 「心のバリアフリー」推進事業「特別支援学校自然体験活動」 

   小学部・中学部・高等部：７月１０日～７月１１日 於：しあわせの村 

                      （児童生徒 計１０名が参加） 

 (4) サポートファイル活用推進 

   計６５１名 

 (5) その他 

   特別支援教育推進にかかる学校訪問、コーディネーター等ネットワーク会議、

教育相談支援チーム連絡会他 

 

４ 特別支援教育にかかる教職員の指導・助言に関すること 

 (1) 資質向上事業 

   特別支援教育に関して、本市の実態に応じた実践を進めるため研修機会を提供

し、教職員の資質向上を図る。 

  ア 研修等 

研修・講座名 年間実施回数 のべ参加者数 

特別支援教育研修講座 基礎研修講座 ２回 ７４名 

特別支援教育研修講座 選択課題別研修講座 ８回 １６５名 

特別支援教育研修講座 教育相談実地研修講座 ３回 ３名 

特別支援教育研修講座 コーディネーター研修講座  ３回 ４９名 

特別支援教育研修講座 自立活動に関する指導実地研修 ３回 ６０名 

特別支援教育支援員研修会（指導員・自立支援員・指導補助員）   ４回 １８４名 

 (2) 研修事業補助 

  ア 小学校 

   特別支援教育研修会 

  イ 中学校 

   特別支援教育研究会 

 

５ 特別支援学校児童生徒送迎業務 

  特別支援学校に通学する児童生徒を各乗降場所と学校間に公用車（ともだち号）

を使用し送迎する。 

 (1) 運行方法 委託業務（昭和６１年度から） 

 (2) 委託費   １７，２２６，４０３円 

 (3) 運行台数           ３台  



 (4) 乗車人員          ８名  

 

６ 遠距離通学費補助 

  三田市立小学校及び中学校の児童生徒等について、通学が著しく困難である者に

対して通学費を補助し、学校教育の円滑な運営と保護者負担の軽減を図る。 

区  分 校数 人数 補助金額 備考 

通学定期代 小学校 ４校 ６７名 ３，０２２，７３０円  

中学校 ２校 ７７名 １０，２３１，０２０円  

通学用品費 小学校 ２校 ３名 １４，５０７円 上限 5,000円 

中学校 ３校 ４７名 ４３３，９９５円 上限10,000円 

合   計 １１校 １９４名 １３，７０２，２５２円  

 

７ 就学援助費及び就学奨励費 

  義務教育の円滑な実施を図るため、経済的な理由によって就学困難な児童及び生

徒に対して、就学援助費を支給する。また、特別支援学級に就学する児童生徒の保

護者の経済的負担を軽減するため、特別支援教育就学奨励費を支給する。 

区  分 児童生徒数 保護者への支給額 

就学援助費 小学校 ４８３名 ２４，４８４，８９６円 

中学校 ２６８名 １２，５８８，４０８円 

計 ７５１名 ３７，０７３，３０４円 

  人数：３月末認定者数 

 

区  分 児童生徒数 保護者への支給額 

就学援助費 

（入学準備金） 

小学校 ３８名 ２，０５４，２８０円 

中学校 ３６名 ２，２６８，０００円 

計 ７４名 ４，３２２，２８０円 

 

区  分 児童生徒数 保護者への支給額 

特別支援教育 

就学奨励費 

小学校 １３７名 ４，５８７，１４５円 

中学校 ７１名 ２，４０５，４７９円 

計 ２０８名 ６，９９２，６２４円 

 

８ 高等学校等入学支援金 

  高等学校等への入学に伴う費用の一部を支給することにより、経済的理由のため

就学が困難であると認められる者の自立と進学の促進を図るため、高等学校等入学

支援金（給付型・返還不要）を支給する。 

区  分 生徒数 保護者への支給額 

高等学校等入学支援金 ８名 ５０５，６００円 

  ※ 三田市奨学金（貸付型・返還要）は平成２９年度で貸付終了 

 

９ 在日外国人学校就学補助金 



  三田市内に居住し、在日外国人学校の初級・中級学校に在籍する児童及び生徒の

保護者の経済的負担を軽減し、教育の機会均等を図る。 

区  分 児童生徒数 保護者への支給額 

在日外国人学校就学補助金 ０人 ０円 

 

１０ 附属機関等に関すること 

 (1) 三田市外国人児童生徒等教育推進委員会 

   「三田市外国人児童生徒等教育基本方針」に則った教育活動の実践について検 

証し提言する。 

 (2) 三田市不登校等に関する支援の在り方検討委員会 

   不登校児童生徒の総合的な研究、検討ならびに指導や支援の在り方等について

協議及び研究を行う。（２回開催） 

  ア 不登校児童生徒への支援に係る課題や、支援の在り方について協議 

  イ こどものサポーターの活動状況について共有するとともに、教職員とのより

効果的な連携の在り方について協議  

 (3) トライやる・ウィーク推進協議会 

   各構成団体の協力体制についての協議及び事業実施に向けての啓発協力依頼活

動を行う。 

 (4) 三田市生徒指導等問題対策委員会 

   三田市で発生したいじめ・暴力行為を含む問題行動事案について検証するとと

もに、今後の三田市の生徒指導のあり方について協議する。（４回開催） 

  ア 三田市いじめ防止基本方針の改訂について 

イ いじめ防止に係る、市内小中学生の意識調査について 

 (5) 三田市立学校結核対策委員会 

   学校における今後の結核対策について、児童生徒への感染防止対策、感染者及

び発病者の早期発見、早期治療対策、患者発生時の対応等を図る。(１回開催) 

 (6) 教育支援委員会 

   心身に障害を有する児童生徒に対して、適正な就学指導を行う。(１２回開催) 

 

１１ 学校保健に関すること                    （単位：名） 

検診名等 対象者等 実施人員 実施機関 

就学時健康診断 小学１年生入学予定の幼児 ６６５名 学校医 

心臓検診 
小・中・特別支援学校１年生

（心電図） 
１，７５５名 三田市医師会 

心臓検診 二次検診 ６９名 指定の病院 

内科検診 

（脊柱検査含む） 

小・中・特別支援学校児童生

徒全員 
８，４９０名 学校医 

結核検診 

小・中・特別支援学校児童生

徒全員（問診票） 
８，４９０名 学校医 

特 別 支 援 学 校 高 等 部 １ 年 生

（エックス線撮影）  
１名 

指定の病院 

二次検診 ３名 

歯科検診 

（年２回） 

小・中・特別支援学校児童生

徒全員 
８，４９０名 学校歯科医 

尿検査 
小・中・特別支援学校児童生

徒全員 
８，４９０名 検査機関 



二次検診 １３８名 

眼科検診 
小・中・特別支援学校児童生

徒全員 
８，４９０名 学校医 

耳鼻咽喉科検診 

小・中・特別支援学校（小学

１ ・ ３ ・ ５ 年 生 、 中 学 １ 年

生、高等部１年生） 

３，６９５名 学校医 

整形外科検診 特別支援学校全員 １４名 学校医 

１２ ＰＴＡ連合会に関すること 

(1)すべての単位ＰＴＡの代表者が集い、情報交換を行う「三田市ＰＴＡ情報交換

会（代表者会）」を年２回開催する。（単位ＰＴＡ数 幼１,小２０,中８） 

 (2) 参加人数等 

   ア 第１回・・・２１名参加（２１単位ＰＴＡ） 

   イ 第２回・・・１８名参加（１８単位ＰＴＡ） 

 

１３ 市立学校児童・生徒数（令和７年３月３１日現在） 

 (1) 小学校                        （単位：名） 

学 校 名 学級数 
児 童 数  

男 女 計 

三田小学校 ２７ ３０３ ２９４ ５９７ 

三輪小学校 １５ １９７ １８３ ３８０ 

志手原小学校 ６ ３４ ２６ ６０ 

藍小学校 ７ ３４ ２６ ６０ 

本庄小学校 ６ １７ ２１ ３８ 

広野小学校 ９ １０９ ９９ ２０８ 

小野小学校 ７ １５ １３ ２８ 

高平小学校 ７ ４３ ４６ ８９ 

母子小学校 ３  ７ ４ １１ 

武庫小学校 １８ ２０１ ２０７ ４１０ 

松が丘小学校 ８ ６４ ６８ １３２ 

すずかけ台小学校 １６ ２０３ １６４ ３６７ 

狭間小学校 １０ １１４ ７８ １９２ 

富士小学校 １３ １３６ １１８ ２５４ 

あかしあ台小学校 ２１ ２９８ ２３５ ５３３ 

弥生小学校 ７ ６０ ６２ １２２ 

つつじが丘小学校 ９ ７５  ９０ １６５ 

けやき台小学校 ２３ ３２６ ２７６ ６０２ 

学園小学校 １２ １３５ １２３ ２５８ 

ゆりのき台小学校 ４２ ５６９ ５５６ １，１２５ 

計２０校 ２６７ ２，９４０ ２，６９１ ５，６３１ 

 (2) 中学校                        （単位：名） 

学 校 名 学級数 
生 徒 数  

男 女 計 

長坂中学校 ６ ５７ ６１ １１８ 



上野台中学校 ５ ５４ ４７ １０１ 

狭間中学校 １３ １９５ １７９ ３７４ 

八景中学校 １９ ２４３ ２７４ ５１７ 

けやき台中学校 １８ ２６４ ２６９ ５３３ 

富士中学校  ９ １２４ １２１ ２４５ 

藍中学校 ６ ６６ ６６ １２７ 

ゆりのき台中学校 ２７ ４２４ ４０３ ８３７ 

計８校 １０３ １，４３７ １，４１５ ２，８５２ 

 (3) 特別支援学校                     （単位：名） 

学 校 名 学級数 
児童生徒数  

男 女 計 

ひまわり 

特別支援学校 

小学部 ２ ３ ２ ５ 

中学部 ２ ３ ２ ５ 

高等部 ２ １ １ ２ 

計１校 ６ ７ ５ １２ 

 



地域クラブ推進課 

 

１ 教育内容に関すること 

 (1) 中学校部活動の振興 

  ア 生徒の健全育成を図るため、部活動を学校教育の一部と位置づけ振興する。 

   中学校体育連盟分担金、音楽連盟負担金、対外運動競技等大会参加補助 

イ 部活動の在り方検討委員会 

年間１回開催（令和７年１０月２３日） 

 (2) 部活動指導員の配置 

    部活動指導体制の充実を推進し、部活動指導の質的な向上を図るとともに、

部活動を担当する教員の負担軽減を図る。 

 

２ 学校部活動の地域展開に関すること 

(1) 地域クラブの設置 

生涯を通じてこどもたちが、スポーツ・文化芸術活動に継続して親しむこと

ができるよう、地域資源をいかした持続可能で多様な環境を整備する。 

（令和８年３月３１日時点で４８クラブを設置） 

ア 部活動の地域移行に向けた推進委員会 

年間２回実施（令和７年７月４日、令和８年１月２２日） 

  イ 地域クラブの運営団体の公募 令和７年８月 

  ウ 地域クラブ指導者謝礼 

   指導者を支援することにより、低廉な会費を実現し保護者負担の軽減を図る。 

  エ 地域クラブ創設支援補助金 

   地域クラブ活動を支援することにより、円滑な地域展開を推進する。 

  オ 令和７年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業（地域スポーツクラブ活動

への移行に向けた実証事業） 

   スクールバスを活用した生徒送迎支援 

カ 令和７年度文化部活動改革（部活動の地域移行に向けた実証事業等） 

 吹奏楽の地域展開に向けた取組 

 (2) 各種協会との連携 

    三田市スポーツ協会・文化協会が運営主体となった地域クラブを設置するこ

とにより、こどもたちが将来にわたり継続的に活動できる環境を整える。 



教育研修所 

 

１ 教職員の指導・助言に関すること 

 (1) 資質向上事業 

   学校教育において、本市の実態に応じた実践を進めるため研修機会を提供し教職

員の資質向上を図る。 

  ア 研修等 

研修・講座名 
年間実施 

回数 

のべ 

参加者数 

初任者研修校外研修（設置者別研修） 3回 54名 

教職員全体研修会 1回 637名 

個人情報保護にかかる研修会 1回 792名 

校園長・教育委員研修会 1回 58名 

教頭研修会 1回 46名 

主幹教諭研修会 1回 47名 

教務主任研修会 1回 27名 

2年次教員研修に係る共通研修 1回 11名 

3年次教員研修に係る共通研修 1回 11名 

臨時的任用教員研修会 1回 37名 

拠点校指導員研修会及び連絡会 4回 12名 

学校司書研修会 5回 54名 

研究推進担当教員研修会 1回 29名 

応急手当普及員受講者再講習 3回 27名 

応急手当普及員新規講習 4回 48名 

道徳教育研修会 1回 27名 

「三田の英語教育」説明会及び研修会 2回 58名 

小学校外国語教育推進リーダー研修会（小学校担当者会） 1回 25名 

小学校英語専科教員研修会及び連絡会 2回 19名 

小学校外国語活動サポーター研修会 2回 21名 

理科専科教員等研修会 3回 40名 

情報教育担当者研修会 1回 28名 

学校指導員研修会・学校指導員公開授業 3回 37名 

教育研究グループ（説明会） 1回 22名 

学校経営いろは 10回 121名 

夏季授業づくり講座 7回 134名 

自主研修講座STEP 9回 28名 

夏季STEP研修 8回 96名 

 総参加者数 2546名 

 

  イ 三田市立学校指導員派遣事業 

    指導員（小・特別支援学校）：９名  派遣回数：２７回 

 

 

 

 



 (2) 指定研究の推進 

   テーマに基づいた研究の活性化を図るための指導・支援 

  ア 奨励・・・小学校11校、中学校８校 

「わかった」「できた」を実感し、つながり合う三輪っ子の育成 三輪小学校 

「「学びに向かう力」を高める授業をめざして」 藍小学校 

「主体的に学び、対話を通して考えを深める児童の育成」 本庄小学校 

「主体的に学習に取り組み、自分の考えを表現できる児童の育成」 小野小学校 

「自ら考え、表現する高平っ子」 高平小学校 

「自ら考え、共に学び合う幸せな学級づくり」 武庫小学校 

「問いをつなぎ主体的に学ぶ子どもを目指して」 松が丘小学校 

「伝え合い、認め合いながら、よりよく生きようとする子をめざして」 すずかけ台小学校 

「気づき合い、認め合い、つながりあおうとする子どもをめざして」 富士小学校 

「「人権って何？」自分も人も大切にする子どもたちをめざして」 あかしあ台小学校 

「自ら、考えを「つなぐ」「活かす」「広げる」子どもの育成」 つつじが丘小学校 

「夢を持つ生徒の育成 ～探求的な学習を通じて～」 長坂中学校 

「個別最適な学びと協働的な学びを意図した授業デザインに関する研究」 上野台中学校 

「目標と指導の一体化を目指した教育活動の展開」 狭間中学校 

「地域とともにある学校づくり～持続可能な参画と協働のあり方をめざして～」 八景中学校 

「心かよいあう学校「つながる」「つなげる」支援を目指して」 けやき台中学校 

「特別支援教育の視点を活かした、主体的・対話的で深い学びの実現する授業づくり」 富士中学校 

「自他の生命を尊重し、主体的に考え判断し行動する力をはぐ

くみ、 意欲的に自己を表現できる生徒を育成する」 
藍中学校 

「個別最適な学びを目指した教科等横断的な授業開発研究」 ゆりのき台中学校 

  イ 指定・・・小学校９校、特別支援学校１校 

「新しい価値を生み出す力を育み ともに成長し合う学習集団

の育成」 
三田小学校 

「プログラミング・ICTを活用した授業づくり」 志手原小学校 

「ことばを使って豊かに表現する子どもたちの育成」 広野小学校 

「子どもの深い学びをめざしたつなぐ力の育成」 母子小学校 

「学びを「つなぐ」子どもの育成」 狭間小学校 

「子どもが自ら学びをつくる授業を目指して」 弥生小学校 

「学びに向かう力を育てる」 けやき台小学校 

「一人ひとりを大切にする集団づくり」 学園小学校 

「人とつながり、課題解決に向かう子どもをめざして」 ゆりのき台小学校 

「課題を明確にした授業の実践」 ひまわり特別支援学校 

   

 (3) 研修事業補助 

  ア 小学校 

    教員共同研究担当者会 

  イ 中学校 

    教科部会研究 

 



２ 教育内容に関すること 

 (1) 自然学校推進事業 

   様々な体験活動を通して、自分で考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問題

を解決する力や、生命に対する畏敬の念、感動する心、共に生きる心を育むなど、

「生きる力」を育成することを目的とする。 

実施校名 実施日(4泊5日) 実施場所 

三田小学校 7/13 ～ 7/17 

国立淡路青少年交流の家 

県立嬉野台生涯教育センター 

三木ホースランドパーク 

県立南但馬自然学校 

県立奥猪名健康の郷 

神戸市立自然の家 

多可青雲の家 

竹野 民宿 

ハチ高原     他 

三輪小学校 9/16 ～ 9/20 

志手原・小野・母子小学校 6/30 ～ 7/ 4 

藍小学校 9/ 8 ～ 9/12 

本庄小学校 9/ 5 ～ 9/ 9 

広野小学校 7/ 1 ～ 7/ 5 

高平小学校 7/ 1 ～ 7/ 5 

武庫小学校 9/ 9 ～ 9/13 

松が丘小学校 6/30 ～ 7/ 4 

すずかけ台小学校 11/10 ～ 11/14 

狭間小学校 9/22 ～ 9/26 

富士小学校 6/30 ～ 7/ 4 

あかしあ台小学校 9/15 ～ 9/19 

弥生小学校 6/30 ～ 7/ 4 

つつじが丘小学校 9/29 ～ 10/ 3 

けやき台小学校 9/29 ～10/ 3 

学園小学校 9/19 ～ 9/23 

ゆりのき台小学校 9/22 ～ 9/26 

  

 (2) 英語教育推進事業 

   小中学校９年間、就学前から１１年間を見通した「三田の英語教育」を進め、

小学校外国語活動・外国語(英語)、中学校英語教育において外国人英語指導助手

（ＡＬＴ）等を起用するとともに、中学校３年生に外国人講師によるマンツーマン

のオンライン英語授業を実施し、児童生徒のコミュニケーション能力の素地及び基

礎を養う。 

  ア ＡＬＴ（４名）１回あたり勤務時間７.２５時間 

     年間延べ日数７２４日 

  イ ＪＥＴプログラムＡＬＴ（２名）1回あたり勤務時間７時間 

     年間延べ日数 ３９３日 

  ウ 外国語活動サポーター（１２名）１日最大６時間まで 

     年間総配置時数 １，４７３時間 

  エ オンライン英語授業（年３回） 

     年間延べ実施回数 ２，８８５回 

 

 



 (3) ＩＣＴ教育推進事業 

   三田市立小・中・特別支援学校における情報教育の推進のため、学校のＩＣＴ環

境を整備する。 

  ア 全児童生徒、授業を行う教員にタブレット端末を配布し、活用した。端末破損

に備え、三田市独自で任意加入のタブレット端末保険を準備した。 

  イ 指導者用デジタル教科書（小学校：音楽、図工、家庭、道徳、英語 中学校：

英語、音楽、保健体育、技術、家庭）を整備した。また、それらを教員用タブレ

ット端末からも活用できるようにした。 

  ウ 授業や校務でのタブレット端末の活用方法について、対面での研修に加えて、

ビデオ会議ツールを活用したオンライン研修や、動画配信によるオンデマンド型

の研修を行い、教員のＩＣＴ機器の活用を推進した。 

  エ 総合学習アプリを活用した個別最適な学び、協働的な学びの実現に向け、デジ

タルを活用した教育を推進した。 

 

 (4) 友好都市交流事業 

   友好都市である鳥羽市との交流を通じて互いの市の様子について理解を深める

とともに、友好の精神を育む。（母子小学校と神島小学校による交流） 

   ※令和７年度は、オンラインによる授業交流を実施するとともに、職員が神島

小学校へ訪問。 

 

３ 附属機関に関すること 

 (1) 三田市教科用図書選定委員会 

   三田市立の小学校・中学校及び特別支援学校小・中学部の教科用図書の採択に

関する事務を行う。(２回開催) 



学校給食課（学校給食センター） 

１  学 校 給 食 運 営 協 議 会  
学 校 給 食 に 関 す る 重 要 な 事 項 及 び 三 田 市 立 学 校 給 食 セ ン タ ー の 運 営

に 関 す る 事 項 に つ い て の 調 査 審 議 を 行 っ て い ま す 。  
(1 )  委 員 構 成  保 護 者 、 学 校 長 等 （ ９ 名 以 内 ）  
(2 )  開 催 回 数  ３ 回 （ 令 和 ７ 年 度 ）  
(3 )  主 な 議 案 事 項  

  学 校 給 食 に か か る 予 算 の 概 要  
  食 育 推 進 の 取 り 組 み （ “ 食 べ チ ャ オ さ ん だ ！ ” 食 育 推 進 事 業 計

画 ）  
  給 食 食 材 の 放 射 能 検 査 の 実 施 結 果   ほ か  

２  学 校 給 食 の 栄 養 管 理 、 献 立 の 作 成 、 衛 生 管 理 等 に 関 す る こ と  

(1 )  学 校 給 食 の 提 供  
週 ５ 日 間 （ う ち 、 米 飯 給 食 週 ４ 回 ） 完 全 給 食 を 給 食 セ ン タ ー に お

い て 実 施 し て い ま す 。  
  米 飯 は 、 週 ４ 回 （ 月 ､火 、 木 、 金 ） 。 週 １ 回 （ 水 曜 日 ） は パ ン を

提 供 し て い ま す 。  
  成 長 期 に 欠 か せ な い 栄 養 源 と し て 、 200  m l紙 パ ッ ク の 普 通 牛 乳

を 提 供 し て い ま す 。  
  主 菜 ・ 副 菜 ・ 汁 物 な ど の お か ず は 給 食 セ ン タ ー で 調 理 し て い ま

す 。  

(2 )  献 立 作 成 ・ 栄 養 摂 取  
 栄 養 所 要 量 と 食 品 構 成 表 に 基 づ く バ ラ ン ス の と れ た 、 魅 力 あ る 献
立 を 作 成 し て い ま す ｡ 
  学 校 給 食 摂 取 基 準 に 基 づ き 、 １ 日 に 必 要 な 栄 養 量 の 1/ 3を 目 安 に

献 立 を 作 成 し て い ま す 。  
  加 工 品 は 、 な る べ く 食 品 添 加 物 や ア レ ル ゲ ン の 少 な い も の を 選

ん で い ま す 。 で き る だ け 国 内 産 の 食 材 を 使 用 し 、 地 場 野 菜 も 積
極 的 に 活 用 し て い ま す 。  

  季 節 の 行 事 食 で 日 本 の 伝 統 文 化 や 旬 の 食 べ 物 の 良 さ を 、 カ ム カ
ム 献 立 で か み ご た え の あ る も の を 、 世 界 の 料 理 、 ま ご わ や さ し
い 献 立 、 リ ク エ ス ト 献 立 な ど で 、 食 事 の 楽 し さ を 伝 え て い ま
す 。  

(3 )  給 食 用 物 資 の 調 達  
ア  物 資 選 定 委 員 会   

給 食 に 使 用 さ れ る 食 材 や 物 資 の 選 定 を 行 う 学 校 給 食 用 物 資 納 入 業
者 を 選 定 し 、 献 立 に 基 づ き 月 毎 又 は 学 期 毎 に 価 格 、 サ ン プ ル 、 原
材 料 配 合 表 な ど を 検 討 し 物 資 を 選 定 し て い ま す ｡ 

イ  物 資 選 定 委 員   保 護 者 、 学 校 長 、 栄 養 教 諭  
ウ  物 資 選 定 委 員 会 の 開 催   1 1 回 （ 令 和 ７ 年 度 ）  

(4 )  衛 生 管 理 な ど 安 全 な 給 食 提 供 の 取 り 組 み  
ア  給 食 セ ン タ ー の 衛 生 管 理  
イ  調 理 職 員 に 対 す る 健 康  
ウ  給 食 食 材 の 衛 生 管 理  
エ  調 理 職 員 へ の 研 修  
オ  給 食 受 入 施 設 の 衛 生 状 況  

３  食 育 の 推 進 [食 育 推 進 事 業 ] 

学 校 で の 食 育 と 連 携 し 、 給 食 を 「 生 き た 教 材 」 と し て 活 用 し 、 子 ど
も た ち の 望 ま し い 食 習 慣 を 促 進 し 食 に 対 す る 関 心 を 育 む 食 育 推 進 事
業 等 を 実 施 し て い ま す 。  



区分 目的[事業] 
学校給食 給食を「生きた教材」として活用し、児童･生徒が望ましい食習慣を

身に付けることを促進するとともに、食に対する興味や関心を育む。 

[給食時間の指導、卒業おめでとう給食選挙（給食アンケート）] 

学校や園の菜園で育てた野菜を給食に取り入れ、収穫の喜びや美味
しさを共に味わい、感謝の心を育む。 

[学校・園で育てた野菜の提供] 

募集 自然豊かな三田の食材を味わう喜びや楽しさ、そして生産者への感
謝の気持ちを絵と言葉で表現した絵手紙を募集。 

[絵手紙コンクール(13 年目)] ２,８２８点応募 

 給食センターの見学・体験により、学校給食の役割や食べるまでのプ
ロセスを親子で理解し、食べ物への関心と感謝を育む 

[給食センター探検隊]小学生と保護者２５組５３名参加 

食育啓発 三田の学校給食の魅力や食育の大切さについて、広く市民に啓発す
る。[食育に関する作品展示] 

４  地 産 地 消 の 取 り 組 み  

年 間 を 通 じ て 「 三 田 米 （ ど ん と こ い ） 」 や 県 産 米 を 使 用 し 、 地 元
食 材 を 積 極 的 に 活 用 し ま し た 。 ６ 月 に は 、 環 境 保 全 型 農 業 で 栽 培 さ
れ た 環 境 創 造 米 コ シ ヒ カ リ を 特 別 に 提 供 し 、 子 ど も た ち に 地 元 の 恵
み を 味 わ い な が ら 環 境 保 全 型 農 業 へ の 理 解 を 深 め る 機 会 を 提 供 し ま
し た 。 ま た 、 １ 月 に は 、 三 田 市 特 産 の 「 丹 波 黒 」 の 規 格 外 品 を 使 用
し た 「 丹 波 黒 大 豆 枝 豆 コ ロ ッ ケ 」 を 提 供 し 、 食 品 ロ ス 削 減 と 地 域 農
業 の 理 解 促 進 に 貢 献 し ま し た 。 さ ら に 通 年 で JA兵 庫 六 甲 と 連 携 し 、
地 場 産 野 菜 の 利 用 率 向 上 に 努 め ま し た 。  

 
５  調 理 職 員 の 労 働 安 全 な ど 人 材 育 成  

(1 )  労 働 安 全 衛 生 委 員 会  

(2 )  労 働 安 全 衛 生 委 員 会 に よ る 職 場 巡 視  

６  学 校 給 食 費  

(1 )   会 計    平 成 24年 ４ 月 よ り 公 会 計 を 導 入  

(2 )   給 食 費 徴 収 額                 （ 単 位 ： 円 ）  

区  分  
１ 食 当 た り 給 食 費  月 額 給 食 費  

条 例  軽 減 後  条 例  軽 減 後  

小  学  校  
（ひまわり特別支援学校小学部含む） 

2 7 9  2 3 8  4 , 5 7 0  3 , 9 0 0  

中  学  校  
（ひまわり特別支援学校中学部・高等部含む） 

3 2 3  0  5 , 2 9 0  0  

幼  稚  園  2 4 6  2 1 0  3 , 4 5 0  2 , 9 4 0  

※ 物 価 上 昇 に よ る 保 護 者 負 担 を 軽 減 す る た め 、 実 質 徴 収 額 に つ い
て は 軽 減 し て い ま す 。 中 学 校 は 令 和 ７ 年 度 よ り 無 料 化 し て い ま
す 。  

  



７  給 食 セ ン タ ー に 関 す る こ と  

(1 )  給 食 セ ン タ ー の 概 要         （ 令 和 ７ 年 ５ 月 １ 日 現 在 ）  

セ ン タ ー 名  
面 積 （ ㎡ ）  

構  造  調 理 能 力  給 食 開 始  備  考  
敷  地  建  物  

ゆ り の き 台  
給 食 セ ン タ ー  

1 0 , 6 6 0 . 4 0 1 , 6 6 7 . 0 0
鉄  筋  
コ ン ク リ ー ト  

8 , 0 0 0食  
（ 日 ）  

H2 . 9  

清 水 山  
給 食 セ ン タ ー  

6 , 5 1 0 . 0 0 1 , 3 2 8 . 0 0
鉄  筋  
コ ン ク リ ー ト  

4 , 0 0 0食  
（ 日 ）  

H5 . 9  
 

 

( 2 )  学 校 給 食 用 物 資 の 発 注 及 び 検 収  
給 食 セ ン タ ー に て 物 資 を 発 注 す る と と も に 、 納 品 さ れ た 物 資 の

品 質 、 鮮 度 、 品 温 等 に つ い て 検 収 し 、 衛 生 状 況 の 確 認 を 行 っ て い
ま す ｡ 

( 3 )  給 食 調 理 施 設 (副 食 物 の 調 理 と 食 器 食 缶 等 の 洗 浄 消 毒 及 び 保 管 ）  

多 様 な 献 立 に 対 応 で き る よ う 、 調 理 技 術 の 向 上 を 図 り 、 常 に 質
の 高 い 給 食 を 提 供 し て い ま す 。 調 理 機 器 を 導 入 し 、 効 率 的 か つ 衛
生 的 な 調 理 作 業 を 推 進 し て い ま す 。 食 器 や 食 缶 の 洗 浄 消 毒 は 、 徹
底 し た 衛 生 管 理 の も と 、 専 用 の 洗 浄 機 を 使 用 し 、 適 切 な 温 度 管 理
と 洗 剤 の 使 用 に よ り 、 洗 浄 消 毒 を 行 っ て い ま す 。  

(4 )  給 食 の 配 送  

安 全 か つ 迅 速 な 配 送 体 制 を 構 築 し 、 各 学 校 へ の 温 か い 給 食 の 提
供 を 徹 底 し て い ま す 。 配 送 車 両 の 衛 生 管 理 も 徹 底 し 、 食 中 毒 の リ
ス ク 低 減 に 努 め て い ま す 。 配 送 時 間 の 厳 守 と 、 学 校 と の 密 な 連 携
に よ り 、 円 滑 な 給 食 提 供 を 実 現 し て い ま す 。  

[配 送 体 制 ]            （ 令 和 ７ 年 ５ 月 １ 日 現 在 ）  

セ ン タ ー 名  区 分  学  校  ・  園  

ゆ り の き 台  小 学 校  
藍 ・ 本 庄 ・ 広 野 ・ 武 庫 ・ す ず か け 台 ・
狭 間 ・ 富 士 ・ あ か し あ 台 ・ 弥 生 ・ つ つ
じ が 丘 ・ け や き 台 ・ 学 園 ・ ゆ り の き 台  

給 食 セ ン タ ー  中 学 校  長 坂 ・ 狭 間 ・ 富 士 ・ 藍 ・ ゆ り の き 台  

ト ラ ッ ク ７ 台  
(担 当 :2 0校 園 ) 

幼 稚 園  み つ ば  

特 別 支 援
学 校  

ひ ま わ り  

清 水 山  小 学 校  
三 田 ・ 三 輪 ・ 志 手 原 ・ 小 野 ・ 高 平 ・ 母
子 ・ 松 が 丘  

給 食 セ ン タ ー  中 学 校  上 野 台 ・ 八 景 ・ け や き 台  

ト ラ ッ ク ５ 台  
(担 当 :1 5校 園 ) 

幼 稚 園  三 田 ・ 三 輪 ・ 松 が 丘 ・ あ り ま ふ じ  

県 立 特 別
支 援 学 校  

上 野 ケ 原  

※ ト ラ ッ ク は 、 予 備 車 両 を 含 み ま せ ん 。  

  



８  新 た な 学 校 給 食 セ ン タ ー 整 備  
現 在 、 稼 働 し て い る 給 食 セ ン タ ー の 老 朽 化 が 進 む 中 、 学 校 給 食 衛 生

管 理 基 準 及 び 学 校 給 食 衛 生 管 理 マ ニ ュ ア ル の 遵 守 (努 め る 項 目 を 含
む )も 困 難 と な っ て お り 、ま た HAC C P (ハ サ ッ プ )に 沿 っ た 衛 生 管 理 が 義
務 化 さ れ る な ど 、 調 理 動 線 に よ る 作 業 効 率 の 低 下 も 相 ま っ て 、 抜 本 的
な 整 備 が 最 優 先 課 題 と な っ て い ま す 。  
幼 稚 園 ・ 小 中 学 校 の 再 編 統 合 も 見 据 え 、 こ れ か ら の 学 校 給 食 セ ン タ ー
の 整 備 ・  運 営 事 業 の あ り 方 を 明 ら か に す べ く 取 り 組 み ま し た 。  


